
越前市国民健康保険事業の
運営に関する協議会

保険年金課・健康増進課・税務課・収納課

日 時 令和４年7月１４日（木）午後3時～
場 所 越前市役所１階 生涯学習センターｅホール





（１）越前市国保の状況について

協議・報告事項
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市の被保険者の状況 【被保険者の推移と高齢化率】

年度
（4.1現在） Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4

被保険者数 16,742
（20.2％）

15,957
（19.2％）

15,412
（18.6％）

15,067
（18.3％）

14,923
（18.1％）

14,451
（17.7％）

前期高齢者数 7,979 7,898 7,805 7,696 7,900 7,807

前期高齢者の
占める割合 47.6% 49.5% 50.3% 51.1% 52.9% 54.0%

（参考）
後期高齢者医療被保
険者数

11,996
（14.5％）

12,205
（14.7％）

12,364
（14.9％）

12,414
（15.1％）

12,243
（14.9％）

12,303
（15.1％）

（参考）
協会けんぽ（福井支部）
加入者数

28,790
（34.7％）

28,607
（34.4％）

28,687
（34.7％）

28,301
（34.4％）

－ －

※（ ）内は人口に占める割合
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越前市国民健康保険加入者の受診率(県内順位)の推移（法定報告における受診率）
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越前市国保の財政状況

区分 基金（期首） 積立 取崩 期末残高

平成２９年度 ２２１，００３ ５２７ ０ ２２１，５３０

平成３０年度 ２２１，５３０ ８０，０００，４１０ ０ ８０，２２１，９４０

令和元年度 ８０，２２１，９４０ ２０，０７８，０００ ０ １００，２９９，９４０

令和２年度 １００，２９９，９４０ ３０，０３３，０００ ０ １３０，３３２，９４０

令和３年度 １３０，３３２，９４０ １７０，０２４，０００ ０ ３００，３５６，９４０

（円）

・平成３０年度以降、保険税率を２年ごとに見直し、財政の健全化を図ってきた。

・令和４年度からの保険税については、基金をフルに活用することで、市民の負
担増にならないよう資産割を引下げ、その他の税率は据え置いた。



越前市の国保財政安定化のために

○税率改定
・税率については、２年ごとに見直す（令和５年度税率見直し）

・資産割は令和６年度に廃止する

○国保税収納率向上対策
・徴収体制の強化

・口座振替の推進

・夜間納税相談の実施

・滞納整理機構との連携強化

○医療費抑制対策
・保健事業の推進（特定健診、特定保健指導、人間ドック、脳ドック）

・ジェネリック医薬品の使用推進

・重複受診者、重複服薬者に対する保健指導

・広報等啓発活動の推進



（２）40歳以上の保健事業と介護予防の一体化実施について



後期高齢者世代（７５歳 ）
前期高齢者からの糖尿病、高
血圧投薬患者対策が必要
重症化すると脳疾患、心臓疾
患、腎臓疾患（透析含）など
高額医療や介護につながる。

６４歳）
食事、運動、睡眠等の生活習
慣及び禁煙について、企業等
の健康経営を推進するなかで
従業員へ関与していく必要が
ある

前期高齢者世代（６５

退職を機に生活習慣が
変化することから、
この期間中に血糖値、
血圧共に悪化。（次
ページ資料）
糖尿病や高血圧症、メ
タボなどのリスクが急
激に高まる時期。発症
予防が必要。
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現役世代への取組み
●企業の健康経営を推進する
●健康すまいる事業の推進
●ＩＣＴを活用した健康情報の発信

前期高齢者世代への取組み
●退職する機会に積極的に関予
●国保加入者において、血糖値が高い糖尿病予備軍の方々に、市保健師が
運動面や栄養面も含めた個別保健指導を実施
特に、血糖値が高いハイリスク者は糖尿病予防プログラムにつなげる。

●高血圧に対しても市保健師が個別保健指導を実施
→対象者は経年的にフォローし生活習慣病の発症を予防する

後期高齢者世代への取組み（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施）
●前期高齢者から引き続きの生活習慣病の重症化予防のための個別保健指導
●健康状態不明者の高齢者を把握し、必要なサービスへと繋げる
●町内で実施しているつどいの場で、医療専門職による栄養・口腔・薬などのフ
レイル対策のプログラム内容を充実させる


